


令 和 元 年 度 

東海総合バドミントン選手権大会 

大会日程 

   令和元年９月７日（土）   ９時３０分 開会式 

                １０時００分 競技開始（複・混合複） 

                          

 

         ８日（日）   ９時３０分 競技開始（単） 

 

開会式次第  (プリニーの総合体育館) 

 １ 選 手 集 合 

 ２ 開 式 通 告 

 ３ 開 会 宣 言 大会委員長 岐阜県バドミントン協会 理事長  戸 﨑 守 雄 

 ４ 優勝杯返還 

 ５ あ い さ つ 大 会 会 長 岐阜県バドミントン協会 会 長  杉 山 忠 国 

 ６ 競技審判上の注意     レフェリー（競技役員長）     武 藤 芳 紀 

 ７ 選 手 宣 誓       県立岐阜商業高等学校バドミントン部 

   石 山 稀 陽 

島 崎 妃奈乃 

 ８ 閉 式 通 告 

 ９ 選 手 退 場 

 

閉会式次第  (プリニーの総合体育館) 

 １ 選 手 集 合 

 ２ 開 式 通 告 

 ３ 成 績 発 表             レフェリー（競技役員長）     武 藤 芳 紀 

 ４ 表    彰 

 ５ あ い さ つ 大 会 会 長 岐阜県バドミントン協会 会  長  杉 山 忠 国 

 ６ 閉 会 宣 言 大会委員長 岐阜県バドミントン協会 理事長  戸 﨑 守 雄 

 ７ 閉 式 通 告 

 ８ 選 手 退 場 

 



競技・審判上の注意 
１ 本大会は、２０１９年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、大会運営規程並びに公認審判員

規程により行います。 

２ 棄権をする場合は、各県代表者（代理人可）が、大会本部、レフェリーへその旨を申し出てくださ

い。（いずれの場合も、棄権届用紙に必要事項を記載し、提出してください。大会運営規程第１９条

に基づき、レフェリーが処置します。 

３ 競技の品位を保つため、色付き着衣を使用する場合は（公財）日本バドミントン協会の審査合格品

とします。着衣上の背面、広告、ロゴなどの表示については大会運営規程第２４条を遵守してくだ

さい。 

４ 試合の進行は、試合番号順に空いたコートから入れていきます。本部より試合のコール後、１０分

経過しても当該選手がコートに入らない場合は、レフェリーの判断により、「棄権」とみなします。 

５ 試合の進行状況により、試合開始時間やコートを変更して行うことがあります。コールにご注意く

ださい。そのため選手は原則として試合開始の予定時刻の１時間前には試合会場にて待機してくだ

さい。（ただし、各日におけるタイムテーブルの一段目の試合はこの限りではありません。） 

６ 同一選手の試合が連続することになった場合は、原則として試合終了後、１５分の間隔を置き、次

の試合を始めます。 

７ 試合日毎、試合開始前に２分間の練習を行います。各コートの主審による時間計測の指示に従って

ください。練習は、ダブルスの場合はパートナーと、シングルスの場合は対戦相手選手と行ってく

ださい。コーチ等のヒッティングパートナーとは認めません。 

８ 審判構成は主審、線審２名、得点表示係１名で、サービスジャッジは原則として配置しません。但

し、準決勝、決勝は主審、サービスジャッジ、線審４名、得点表示係１名で行います。ただしジュ

ニアの部は、この限りではありません。 

９ シャトルの交換については、主審が必要かどうかを決定します。また、使用シャトルのスピードに

ついては、レフェリーが決定します。 

10 給水やタオルの使用については、必ず主審の許可を得てください。 

  容器については、スクイズボトル等のフタ付きのものとし、倒れてもこぼれないものを使用してく

ださい。飲み物用のトレイをコートサイドにおきますので、その上に置くようにしてください。  

クーラーボックスのコーチ席への持ち込みは認めません。なお、試合中の氷嚢の使用については、

インターバルのときのみとします。 

11 汗を手で拭い、コート内外（競技区域）に投げ落とす行為については、不品行な振る舞いに相当す

るものとみなします。 

12 試合中のけがや病気については、主審の判断によりレフェリーが呼ばれ、レフェリーがその後の判

断をします。なお、試合中のけがや病気の応急処置は主催者で行いますが、その後の処置は各自の

責任とします。 

13 各コートに、コーチ席を２席置きますが、コーチはマッチ（試合）にふさわしい服装で臨んでくだ

さい。モバイル機器（タブレット・携帯電話等）を使用してのコーチングを禁止します。 

14 競技規則で定められたインターバル時に、競技区域に入れるのは同時に２人までとします。 

15 マッチ（試合）中のコート又はコート周辺でプレーヤーの携帯電話が鳴った時は、競技規則第１６

条第６項（４）の違反とみなします。 

16 レフェリーにより失格を宣告されたプレーヤーは、今大会でエントリーしているすべての種目にお

いて失格となります。 

17 選手は試合終了時に、主審（サービスジャッジを含む）とも握手をするよう心掛けてください。 

18 表彰は、競技第１日目は各種目が終了次第、順次行います。２日目は全種目終了後、閉会式でまと

めて行います。 




















